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人にやさしく　ともに支え合い　安心して暮らせるまちづくり



　6月24日開催の評議員会において、
第9期理事が一部改選されました。
　任期は、令和2年6月24日から令和3
年6月に予定する定時評議員の終結の
時まで。

　6月12日開催の理事会において、第8
期評議員が一部改選されました。
　任期は、令和2年6月24日から令和3
年6月に予定する定時評議員の終結の
時まで。

　退任されました理事・評議員の皆様、
在任中は地域福祉の発展にご尽力をい
ただきましてありがとうございました。

　毎年多くの企業・団体・法人の皆様に
ご協力いただきありがとうございます。
　今年も団体会費募集を９月１日より開
始いたします。
　多くの企業・団体・法人の皆様にご賛
同いただきますようお願いいたします。

団体会員会費  １口  ５,０００円
企業・団体・法人様に

ご協力をお願いしています
　本会では、「人にやさしく  ともに支
え合い 安心して暮らせるまちづくり」
を基本理念に、複雑、多様化する福祉
ニーズに対応するため、地域住民の皆
さんとともに、助け合い活動、ささえあ
い活動を推進いたします。
　地域に暮らす皆様が、安心して暮らせ
る町にするため、本会の地域福祉活動に
ご賛同いただき、皆様にぜひご協力いた
だきますようお願い申し上げます。
　これからも田村市社会福祉協議会
は、地域住民の皆様、企業・団体・法人の
皆様と手を携え地域福祉の充実に取り
組んでまいります。

選任者　鈴　木　寅　喜
　　　　吉　田　英　一
退任者　佐久間　勇寿毛
　　　　栁　田　啓　子

選任者　大　橋　幹　一
退任者　大和田　　博　
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福祉文化講演会災害ボランティアセンター 田村市総合防災訓練 高齢者疑似体験

基幹相談支援センター「無料映画上映会」 訪問介護地域包括支援センター
ふれあいカフェ「ひまわり」（認知症カフェ）

サマーショートボランティアスクール 福祉ジュニアボランティアスクール
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災
害
等
見
舞
金
事
業

　
介
護
機
器
の
貸
出
事
業
、
福
祉
車
両
の
貸
出
事
業
（
車
椅
子
同
乗
自
動
車
）

　
乗
用
草
刈
り
機
の
貸
出
事
業

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
会
食
会
事
業
（
共
同
募
金
助
成
事
業
）

　
地
域
支
え
合
い
活
動
助
成
金
（
共
同
募
金
助
成
事
業
）

　
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
へ
の
助
成
事
業

　
福
祉
団
体
等
の
運
営
支
援
、
福
祉
団
体
等
へ
の
助
成
事
業

　
法
律
相
談
所
事
業

講
演
会
等
事
業

　
福
祉
文
化
講
演
会
、
支
え
あ
い
の
コ
コ
ロ
感
謝
祭

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
活
動
の
推
進

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業
、
相
談
業
務
、
広
報
活
動
　
　

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

共
同
募
金
運
動
の
推
進

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

日
本
赤
十
字
社
事
業
へ
の
協
力

　
日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
募
集
、
赤
十
字
講
習
会
、
災
害
見
舞
金
事
業

訪
問
介
護
事
業

　
介
護
保
険
事
業
（
予
防
事
業
含
む
）、
居
宅
介
護
事
業

　
田
村
市
自
立
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
受
託
事
業

通
所
介
護
事
業
　

　
介
護
保
険
事
業
（
予
防
事
業
含
む
）、
障
が
い
者
自
立
支
援
受
託
事
業

居
宅
介
護
支
援
事
業
　

　
介
護
保
険
事
業
、
要
介
護
認
定
調
査
受
託
事
業

田
村
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
　

　
認
知
症
総
合
支
援
事
業
、
総
合
相
談
業
務
、
権
利
擁
護
業
務

　
地
域
ケ
ア
会
議
推
進
事
業
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

障
害
者
相
談
支
援
事
業
　

　
相
談
計
画
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

田
村
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　

　
障
が
い
者
、
児
の
総
合
相
談
事
業
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業

　
障
が
い
者
、
児
の
虐
待
防
止
啓
発
、
権
利
擁
護
の
相
談
窓
口

田
村
市
常
葉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
　

　
田
村
市
社
会
福
祉
施
設
指
定
管
理
事
業

苦
情
解
決
事
業

　
第
三
者
委
員
会
、
各
研
修
会
へ
の
参
加
、
広
報
活
動
、
苦
情
受
付

　
全
国
的
に
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
の
急
速
な
進
展
と
個
人
の
価
値

観
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
家
族
や
地
域
で
支
え
あ
う
機
能
の
脆
弱
化
や

社
会
的
な
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
進
ん
で
お
り
、
田
村
市
も
例
外
で
は
な

く
、
地
域
か
ら
活
気
が
な
く
な
り
疲
弊
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
田
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
『
人
に
や
さ
し
く
　
と
も
に
支
え
合
い
　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
』
を
基
本
理
念
と
し
、
住
民
が
共
に
手

を
と
り
あ
い
住
み
慣
れ
た
田
村
市
で
、「
安
心
」
し
て
「
安
全
」
に
生
活
で

き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
め
ざ
し
、
住
民
と
福
祉
関
係
者
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
『
田
村
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
』
を
策
定
し
、
地
域
福

祉
活
動
の
総
合
的
な
推
進
を
図
り
、
福
祉
で
地
域
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
は
判
断
能
力
が
低
下
し
た
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
権

利
を
擁
護
し
、
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

成
年
後
見
制
度
活
用
支
援
事
業
に
お
け
る
中
核
機
関
の
設
置
運
営
や
、
社

会
問
題
化
し
て
い
る
８
０
５
０
へ
の
対
応
、
引
き
こ
も
り
相
談
窓
口
の
設

置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
性
の
高
い
非
営
利
・
民
間
福
祉
団
体
と
し
て
、
機
能
性
と

専
門
性
を
高
め
円
滑
な
業
務
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
住
民
に
対
し

本
会
の
地
域
福
祉
事
業
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、
介
護
事

業
の
利
用
促
進
に
努
め
、
安
定
的
な
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
り
、
市
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
事
業
経
営
に
努
め
ま
す
。

組
織
の
強
化
と
財
政
基
盤
の
確
立

広
報
活
動
の
推
進

地
域
福
祉
活
動
事
業
の
総
合
的
推
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
援
助

共
同
募
金
運
動
の
推
進

日
本
赤
十
字
社
事
業
の
協
力

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実

　
　
・
訪
問
介
護
事
業
の
実
施

　
　
・
通
所
介
護
事
業
の
実
施

　
　
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
実
施

　
　
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
　
・
障
害
者
相
談
支
援
事
業
の
実
施

　
　
・
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
施

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業（
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
・
各
種
福
祉
事
業
の
実
施

当
事
者
団
体
・
民
間
社
会
福
祉
団
体
の
自
立
の
た
め
の
支
援

施
設
の
指
定
管
理
者
事
業
の
実
施

　
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
各
種
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

地
域
住
民
の
福
祉
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
実
施
す
る

Ⅰ 

基
本
方
針

Ⅱ 

事
業
計
画

123456789101112

法人
運営事業

112,258,406円

地域福祉活動事業
42,092,579円

受託事業派遣
6,049,024円

相談支援事業
21,648,043円

訪問介護事業
111,469,967円

通所介護事業
210,304,758円

居宅介護支援事業
76,695,757円

地域包括
支援センター事業
67,048,855円

指定管理事業
8,461,590円 当期末

支払資金残高
122,281,298円

支　出
778,310,277円

支　出
671,518千円

法人運営事業
72,751千円

地域福祉活動事業
21,510千円

受託事業派遣
21,744千円

相談支援事業
24,187千円

訪問介護事業
78,544千円

通所介護事業
200,614千円

居宅介護支援事業
61,949千円

地域包括
支援センター事業
67,618千円

指定管理事業
8,464千円 当期末

支払資金残高
114,137千円

会員会費
10,618,300円

県･市受託金
123,338,892円

介護保険事業
329,850,382円

障害者福祉サービス事業
22,057,830円

受取利息
10,192円

その他の収入
774,453円

施設整備等収入
835,000円

その他の
活動収入

121,840,185円

前期末
支払資金残高
139,913,828円

収　入
778,310,277円

貸付事業等
35,000円

事業収入
1,122,982円

寄付金収入 2,424,797円
県･市補助金 25,288,436円

助成金 200,000円

会員会費 10,295千円 寄付金収入 800千円
県･市補助金
23,064千円

県･市受託金
142,299千円

収　入
671,518千円

介護保険事業
349,906千円障害者

福祉サービス事業
22,905千円

受取利息
7千円

その他の収入
504千円

前期末
支払資金残高
120,518千円

貸付事業等
200千円

事業収入
1,020千円

1234567891011121314151617

福祉文化講演会災害ボランティアセンター 田村市総合防災訓練 高齢者疑似体験

基幹相談支援センター「無料映画上映会」 訪問介護地域包括支援センター
ふれあいカフェ「ひまわり」（認知症カフェ）

サマーショートボランティアスクール 福祉ジュニアボランティアスクール

通所介護
2

No.55 ●

3

No.55 ●



田村市ボランティアセンター通信

「地域ささえあい活動助成」「地域ささえあい活動助成」
おてがみボランティアおてがみボランティア

余興ボランティア · 団体の皆様へ余興ボランティア · 団体の皆様へ

令和２年度  赤い羽根共同募金配分金事業令和２年度  赤い羽根共同募金配分金事業

地域に笑いと楽しみ・癒しを！地域に笑いと楽しみ・癒しを！

手づくりマスクの材料で！裁縫やミシンで！
地域のために活動しませんか？
手づくりマスクの材料で！裁縫やミシンで！
地域のために活動しませんか？

　地域住民同士による支え合い活動やボラン
ティア活動の輪を広め、人々のつながりやコミュ
ニティの再興などに取り組む団体の支援を目的
に助成事業を行います。皆さんが持つチカラを地
域づくりに活かしてみませんか。

・ 見守り活動
　軽体操やレシピを載せた地域新聞・手作りマスクを配布しな
がら、地域の見守り活動

・ 支え合い活動
　買い物ついでに、ご近所の買い物（買い物支援）、移動支援・
　配食等の高齢者支援、子ども食堂・学習支援などの子ども支
援等

・ 世代間交流
　子どもたちから絵はがきを高齢者へ、高齢者が作った昔あ
そびを子どもたちへ

・ サロン活動
　感染予防をしたうえで、運動や趣味活動等ができる、集いの
場づくり（年間を通したサロンも対象）

　地域福祉活動（見守り活動、支え合い活動、健康づくり
活動、サロン活動、生きがいづくり活動、世代間交流など）

　様々な施設でのボランティア活動は、ご利用者・職員に
とって楽しみ・癒し・良い刺激になっています。しかし、感染
症予防のため、各施設ではボランティアの受け入れを中止
しています。
　そこで本会では、語り・踊り・歌・演奏・マジック・落語な
ど、見ている方を楽しませてくださるボランティアに協力
いただき、施設で楽しめるDVDを作成しております。

　利用者さんの笑顔のために、皆さんに元気
を届けるために！DVD作成にご協力いただけ
るボランティアさんを募集しています。

≪ ご協力いただきたい方 ≫
特技・趣味・団体（サークル）・部活等の活動で、目や耳
等から利用者さんに楽しみを届けたい方
慰問活動に興味があるが、準備等の理由で施設で実施
するのが難しい方

ボランティア（市民活動）活動者･
団体さんを教えてください！
ボランティア（市民活動）活動者･
団体さんを教えてください！

地域で団結！地域課題の解決に取り組む地域で団結！地域課題の解決に取り組む

　新型コロナウイルスの影響で、今までのような交流・集
まりが困難な状況です。そんな中でも、人との交流やつな
がりは欠かせないものであり、また地域の課題･困りごとを
抱えている方も増えています。
　それらの課題を解決するために活動
する、ボランティア・市民活動団体情報
を募集しています。
≪ 団体活動例 ≫
● 安否確認を兼ねて、電話で傾聴
● 手作りマスクを持って、訪問活動
● 近隣で花の苗を植えて、緑化活動　など…
　ボランティアセンターでは、「たむらボランティア台帳」を
作成し、登録いただいた団体の応援を行っています。
　ぜひ、地域で頑張る皆さんを、教えてください！

”じぶんの町をよくする”
　地域の支えあいのチカラを応援します。
”じぶんの町をよくする”
　地域の支えあいのチカラを応援します。

助成対象活動助成対象活動

活動例活動例

対象外事業例対象外事業例

　毎年10月から行われる「赤い羽根共同募金」運動は、民間
の社会福祉事業や市民自らの行動を応援するための募金活動
であり、皆さんの活動を応援する「じぶんの町を良くするしく
み。」です。この助成事業は、田村市社会福祉協議会が共同募
金の配分金を受け、実施するものです。

・応募前、助成決定前に実施した事業
・PTAやスポーツ少年団、子供会等の関係者のみで実施
する事業、および総会や会議等の会合
・草刈等の環境美化活動のみの事業

消耗品費、食糧費、印刷費、通信運搬費、会場代、講師謝金
※その他の経費については、ご相談ください

助成額上限助成額上限

主な対象経費主な対象経費

令和２年５月１日～令和３年１月２９日　※助成予定総額
に達した時点で応募締切。申請の際には、必ず事前にご
確認ください。

応募受付期間応募受付期間

・原則、事業総額のうち自己財源は２割負担とします。
※事業により柔軟に対応します。
・備品の購入や景品の購入は不可
・食糧費のみの申請不可
・助成決定までは、最大１ヶ月半
 程度要しますので、ご注意
 ください

留意事項留意事項

１団体１回の応募につき、上限５万円

【相談・お問い合わせ先】  ☎68－3434

　手紙を書くことが好き！話す・聞くのは苦手
だけど交流したい！人とつながるボランティア
活動に、チャレンジしてみたい方におすすめ♪

　田村市ボランティアセンターでは、そのほかにも下記
のものを募集しています（詳細は、お問合せください）

上記以外にも、地域を元気にする地域みんなで
できる取り組みを、ぜひご提案ください♪

　ホームページで、「アマビエ様」の塗り絵も公開中。
自宅に飾ったり、家族にプレゼントしたり…。社協でも
素敵なアマビエ様をお待ちしています♪

　ボランティア活動保険の特定感染症に新型コロナウ
イルスが指定され、補償の対象となりました。
　ボランティア活動中に、ボランティア自身が罹患した
場合に保障されます。なお、福祉サービス総合補償は、
肺炎を発症した場合のみ補償対象となります。

● 絵はがき（施設入所者様へプレゼント）
● お手玉（施設へプレゼント）
● メッセージカード（様々なプレゼントに同封）

たぼらバンク～収集ボランティア～たぼらバンク～収集ボランティア～

たぼらバンク～手作りマスク～たぼらバンク～手作りマスク～

おうちにありませんか？収集ボランティア活動で、世界
で活動する支援団体へ寄付＆必要としている新しい持
ち主へ！

Faxで文通をする「おてがみボランティア」活動
≪ 活動の効果 ≫
　文字を書くことで、手や頭を使うので脳トレになる。書くこ
とで、気持ちが落ち着く。
　文字でつながりを感じられ、さらに手元に残すことができ
るので、読み返す楽しみがうまれる。
≪ 活動方法 ≫
　ご自宅のFaxを使って、希望者さんと文字で交流をします。
≪ 留意事項 ≫
　活動を希望される方・利用を希望される方、ともにご自宅に
Faxが使用できる方に限ります。

おはなしボランティアおはなしボランティア
　お話しするのは好きだけど、感染予防で
人と会えない。誰かとお話ししたいけど、
自宅に招くのは苦手。そういった方と、一緒
に電話でおしゃべりを楽しみましょう！

  留意事項
お願いしたい材料は、生地・糸（ミシン、手芸用等）・ゴム等です。
マスクとして使用いたしますので、汚れているものは受付できません
のでご了承ください。

電話で傾聴する「おはなしボランティア」活動
≪ 活動の効果 ≫
　安否確認を兼ねて地域とのつながりを持てるので、良い刺
激になる・こころが落ち着く・安心できる。
　話すことで、こころが元気・活力を持てるようになる。おは
なしが好きな方にとって、楽しみが増える。
≪ 活動方法 ≫
　ご自身の電話をご使用いただきます。
　利用希望者さんへ電話をかけ、5～15分程度傾聴（利用者
さんのお話をよく聴くこと）を行います。

この活動の利用を希望される方も、ぜひご連絡ください。

  留意事項
・お持ちいただく前に、 必ず本会へご連絡ください
 （☎６８－３４３４）
・受け取りできない物や対象外の物は、
 お持ち帰りいただきますのでご了承ください。
・個人情報となるところは、塗りつぶすか切り取ってから
 ご寄付ください。

募　集　中

ボランティア保険に関するお知らせ

田村市社協ホームページhttp://tamura-shakyo.or.jp/

● 使用済み切手
● 未使用切手
● 書き損じはがき
● 未使用はがき
● 未使用の文房具

ご協力ください

使用済み
切手の
切り取り方

できあがったマスクは、本会を通してマスクを必要としている方へお渡しします
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田村市ボランティアセンター通信

「地域ささえあい活動助成」「地域ささえあい活動助成」
おてがみボランティアおてがみボランティア

余興ボランティア · 団体の皆様へ余興ボランティア · 団体の皆様へ

令和２年度  赤い羽根共同募金配分金事業令和２年度  赤い羽根共同募金配分金事業
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地域のために活動しませんか？
手づくりマスクの材料で！裁縫やミシンで！
地域のために活動しませんか？
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● 使用済み切手
● 未使用切手
● 書き損じはがき
● 未使用はがき
● 未使用の文房具

ご協力ください

使用済み
切手の
切り取り方

できあがったマスクは、本会を通してマスクを必要としている方へお渡しします

4

No.55 ●

5

No.55 ●



　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、マスクが不足
している状況を踏まえ、 地域でマスクを必要としている
方のために大越町赤十字奉仕団員数名でマスクの作成
を行いました。
　作ったマスク
は、田村市社会
福祉協議会へ寄
付されデイサー
ビスのご利用者
様や、市内の各
事務所で、希望
のあった方へお
配りしました。

　私たちは、『支え合う地域を考える“チームときわ”』と
いうボランティア団体です。
　平成２８年度より常葉地区の公民館や集会所を巡回し
て、体操や談話、お茶会を楽しんでいます。
　主な目的は介護予防ですが、地域の世代間交流や悩
み事相談の場も兼ねていますので、年齢、性別の限りは
ありません。地域のコミュニケーションを広げる一助に
なれば、との思いを込めて活動しています。
※随時　ボランティアさんも募集しています。

大越町赤十字奉仕団大越町赤十字奉仕団

田村市老人クラブ連合会総会田村市老人クラブ連合会総会

「サポートライフ大滝根」設立「サポートライフ大滝根」設立

百歳賀寿
満百歳おめでとうございます。

百歳賀寿
満百歳おめでとうございます。

“街カフェ”のご案内“街カフェ”のご案内

PICK UP TOPICS

　本会では、田村市在住で満百歳の誕生日を
迎えた方に対し、賀寿の贈呈をしています。

　4月14日、田村市文化の舘ときわにおいて令和元年度田村市老人ク
ラブ連合会総会が開催されました。
　新型コロナ感染防止対策で規模を縮小し約30名の会員が参加し、令
和2年度事業計画・予算、役員の改選等の議案が承認されました。
　また、主な役員は次のとおりです。

　６月７日、滝根地区に第２層協議体「サポートライフ大滝根」が発足しました。
　今後は、ＮＰＯ法人サポートたむらの事務所となっている神俣駅前の「マルタカ」を拠点に活動していきます。

～ 地域包括支援センターよりお知らせ ～～ 地域包括支援センターよりお知らせ ～

　設立総会の後に、身近な問題に
ついてフリートークをしました。
フリートークでは・・・
●コロナで高齢者や子供達の楽し
みや健康づくりの機会が減った
●災害時に備えた、高齢者世帯の
介護や見守り体制について
など、様々な地域の問題が出され
ていました。

　すぐには解決でき
ない問題も多いかも
しれませんが、「ここ
なら安心、住んでい
て良かった。」と誰も
が思える地域を目指
して活動を続けて下
さいね。
（生活支援コーディネーター）

会 　 長
副 会 長
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
女性部長
事務局長
会 計

鈴　木　寅　喜（船引）
佐　藤　千代喜（滝根）
佐久間　建　夫（大越）
吉　田　義四郎（都路）
佐　藤　一　美（常葉）
萩　原　うた子（船引）
宗　形　武　夫（船引）
渡　辺　勘　衛（船引）

《４月》 船引町　和　田　キチヨ  様
 滝根町　先　﨑　公　隆  様
《６月》 船引町　佐々木　榮　治  様
 大越町　會　田　オセイ  様

【第２層協議体とは？】　生活支援体制整備事業の目的「高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、地域の
支え合い活動を基盤にして地域づくりを行う」のもと、住民主体のメンバーで「こんな地域になったらいいな～」の実現に向
けて、町単位の課題把握や情報共有をする場です。

設立総会 フリートーク

お問い合わせや一緒に活動したい方は右記まで【サポートライフ大滝根事務所　☎７８－３１１２（神俣駅前マルタカ）】

認知症になっても、安心して生活できるよう「認知症初期集中支援チーム」がお手伝いします。

活動日時　毎月第３日曜日（８時４５分～１１時）
場　　所　地域集会所　または公民館
支え合う地域を考えるチームときわ　会長 白岩　美智江
【お問い合わせ先】田村市役所高齢福祉課　☎８２－１１１５

デイサービス通信
   田村市社会福祉協議会には、市内４か所（滝根・大越・常葉・船引北部）に通所介護事業所があります。それぞれに
工夫を凝らしたレクリエーションや、お一人おひとりにあわせた機能訓練などを行いながら、ご利用者様の生活に
笑顔と活力を提供できるよう、職員一同がサービスを提供しております。
　詳しくは下記連絡先、もしくは担当ケアマネジャーにお問い合わせください。ご利用お待ちしております。

滝根指定通所介護事業所　☎78-3822 大越指定通所介護事業所　☎79-1221

常葉指定通所介護事業所　☎77-4426 船引北部指定通所介護事業所　☎86-2691

  認知症初期集中支援チーム  とは？
　認知症の専門医と、医療・福祉・介護の専門職で構成
される、認知症の支援チームです。

  どんなことをするの？
● チーム員がご自宅を訪問し、ご本人やご家族の生活の
様子や、認知症についての困りごとや心配なことを詳
しくお伺いします。

● そのうえで、病院受診や、介護サービス利用、ご家族の
介護負担軽減など、必要な支援につなげていきます。

● 支援期間は、安定的な支援に移行できるまでの最大約
６か月です。

  対象となる方は？
● ４０歳以上の方で自宅で生活しており、認知症の症状な
どでお困りの方で、医療や介護サービスを受けていな
い（または中断している）方が対象となります。

【例えば…】
・認知症の診断を受けたいけど、
 本人が拒否している
・介護サービスを利用したいけど、できない
・病院受診を中断してしまっている
・認知症の症状が強く、対応に困っている

　認知症は、早期診断・早期対応が大切です。早く気付
いて対応することで、その後の病気の進行を遅らせる
ことができたり、介護の負担軽減につなげることができ
ます。
　ひどい物忘れや、以前と違う気がかりな様子が見られ
たら、まずは、「田村市地域包括支援センター」にご相談
ください。
［お問い合わせ先］ 田村市地域包括支援センター ☎68-3737
 田村市役所高齢福祉課 ☎82-1115

先 﨑 公 隆 様
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　本会では、田村市在住で満百歳の誕生日を
迎えた方に対し、賀寿の贈呈をしています。

　4月14日、田村市文化の舘ときわにおいて令和元年度田村市老人ク
ラブ連合会総会が開催されました。
　新型コロナ感染防止対策で規模を縮小し約30名の会員が参加し、令
和2年度事業計画・予算、役員の改選等の議案が承認されました。
　また、主な役員は次のとおりです。

　６月７日、滝根地区に第２層協議体「サポートライフ大滝根」が発足しました。
　今後は、ＮＰＯ法人サポートたむらの事務所となっている神俣駅前の「マルタカ」を拠点に活動していきます。

～ 地域包括支援センターよりお知らせ ～～ 地域包括支援センターよりお知らせ ～

　設立総会の後に、身近な問題に
ついてフリートークをしました。
フリートークでは・・・
●コロナで高齢者や子供達の楽し
みや健康づくりの機会が減った
●災害時に備えた、高齢者世帯の
介護や見守り体制について
など、様々な地域の問題が出され
ていました。

　すぐには解決でき
ない問題も多いかも
しれませんが、「ここ
なら安心、住んでい
て良かった。」と誰も
が思える地域を目指
して活動を続けて下
さいね。
（生活支援コーディネーター）
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鈴　木　寅　喜（船引）
佐　藤　千代喜（滝根）
佐久間　建　夫（大越）
吉　田　義四郎（都路）
佐　藤　一　美（常葉）
萩　原　うた子（船引）
宗　形　武　夫（船引）
渡　辺　勘　衛（船引）

《４月》 船引町　和　田　キチヨ  様
 滝根町　先　﨑　公　隆  様
《６月》 船引町　佐々木　榮　治  様
 大越町　會　田　オセイ  様

【第２層協議体とは？】　生活支援体制整備事業の目的「高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、地域の
支え合い活動を基盤にして地域づくりを行う」のもと、住民主体のメンバーで「こんな地域になったらいいな～」の実現に向
けて、町単位の課題把握や情報共有をする場です。

設立総会 フリートーク

お問い合わせや一緒に活動したい方は右記まで【サポートライフ大滝根事務所　☎７８－３１１２（神俣駅前マルタカ）】

認知症になっても、安心して生活できるよう「認知症初期集中支援チーム」がお手伝いします。

活動日時　毎月第３日曜日（８時４５分～１１時）
場　　所　地域集会所　または公民館
支え合う地域を考えるチームときわ　会長 白岩　美智江
【お問い合わせ先】田村市役所高齢福祉課　☎８２－１１１５

デイサービス通信
   田村市社会福祉協議会には、市内４か所（滝根・大越・常葉・船引北部）に通所介護事業所があります。それぞれに
工夫を凝らしたレクリエーションや、お一人おひとりにあわせた機能訓練などを行いながら、ご利用者様の生活に
笑顔と活力を提供できるよう、職員一同がサービスを提供しております。
　詳しくは下記連絡先、もしくは担当ケアマネジャーにお問い合わせください。ご利用お待ちしております。

滝根指定通所介護事業所　☎78-3822 大越指定通所介護事業所　☎79-1221

常葉指定通所介護事業所　☎77-4426 船引北部指定通所介護事業所　☎86-2691

  認知症初期集中支援チーム  とは？
　認知症の専門医と、医療・福祉・介護の専門職で構成
される、認知症の支援チームです。

  どんなことをするの？
● チーム員がご自宅を訪問し、ご本人やご家族の生活の
様子や、認知症についての困りごとや心配なことを詳
しくお伺いします。

● そのうえで、病院受診や、介護サービス利用、ご家族の
介護負担軽減など、必要な支援につなげていきます。

● 支援期間は、安定的な支援に移行できるまでの最大約
６か月です。

  対象となる方は？
● ４０歳以上の方で自宅で生活しており、認知症の症状な
どでお困りの方で、医療や介護サービスを受けていな
い（または中断している）方が対象となります。

【例えば…】
・認知症の診断を受けたいけど、
 本人が拒否している
・介護サービスを利用したいけど、できない
・病院受診を中断してしまっている
・認知症の症状が強く、対応に困っている

　認知症は、早期診断・早期対応が大切です。早く気付
いて対応することで、その後の病気の進行を遅らせる
ことができたり、介護の負担軽減につなげることができ
ます。
　ひどい物忘れや、以前と違う気がかりな様子が見られ
たら、まずは、「田村市地域包括支援センター」にご相談
ください。
［お問い合わせ先］ 田村市地域包括支援センター ☎68-3737
 田村市役所高齢福祉課 ☎82-1115

先 﨑 公 隆 様
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　あんしんサポートは、ご自身で何かを判断することに
不安がある認知症高齢者や障がいのある方等が、地域に
おいて自立した生活が送れるよう支援する制度です。

　支援については社会福祉協議会職員と生活支援員が
対応いたします。
詳細につきましては、下記へお問い合わせください。
【お問い合わせ先】 生活支援係　☎６８－３４３４

　受付の際の相談内容によっては、法律相談以外の相談会
をご紹介する場合がありますので、予めご了承ください。
【予約・お問い合わせ先】 生活支援係　☎６８－３４３４

法律相談会のお知らせ法律相談会のお知らせ あんしんサポート
（日常生活自立支援事業）のご案内

あんしんサポート
（日常生活自立支援事業）のご案内

  本会に対し、善意のご寄付をいただきました。厚く御礼を申し上げますとともに、お寄せ
いただいた浄財は地域福祉向上のため有効に活用させていただきます。

善意のご寄付ありがとうございます善意のご寄付ありがとうございます

佐 藤 定 男 様（故 佐 藤 マサノ 様）
會 田 安 次 様（故 會 田 善 知 様）

泉 田 次 郎 様（故 泉 田 クニ子 様）

御遺志御遺志
滝根町滝根町 滝根町滝根町

大越町大越町
大越町大越町

篤 志篤 志
都路町都路町

大越町大越町

常葉町常葉町

船引町船引町

都路町都路町

常葉町常葉町

船引町船引町

静岡県静岡県

物 品物 品

日　　時　９月２日(水)　午後１時～４時
場　　所　田村市社会福祉協議会 本所
相 談 員　橋本隆亮弁護士
　　　　　（たむら法律事務所）
　　　　　相談には予約が必要です。
予約締切　８/２６(水)

❶ 福祉サービス利用援助
❷ 日常的金銭管理サービス
❸ 書類等の預かりサービス

【 主なサービスの内容 】
1回

1時間あたり

【 利用料 】

消費者被害・遺言・相続・成年後見などの
多様なニーズに弁護士が無料で相談に応じます。
（※相談時間：お一人当たり30分程度）

　相談支援専門員が障がいのある方やそのご家族などか
ら様々な相談を受け、一人一人が安心して生活ができるよ
う、必要な支援や情報提供、関係機関への紹介等の連絡調
整を行い、希望の実現や困りごとを一緒に考えていきます。

【主な業務内容】
● 日常生活に関しての様々な相談
・福祉サービス利用に関する支援
・社会資源の活用についての支援
・社会生活力を向上するための支援 ・権利擁護のために必要な支援
に応じて、関係専門機関への紹介をおこないます。
● サービス利用計画の作成等
・福祉サービスの支給決定または支給決定の変更前のサービス等
利用計画案の作成
・支給決定または変更後のサービス事業者等との連絡調整やサー
ビス等利用計画の作成

【お問い合わせ先】 田村市指定相談支援事業所  ☎68-3777

　福島県社会福祉協議会では、新型コロナウイルス感染
症の影響による休業や失業等により、一時的に収入が減
少した世帯を対象として、生活福祉資金貸付制度の福祉
資金（緊急小口資金）及び総合支援資金（生活支援費）
について、特例貸付を実施しています。今回の特例措置
では新たに、償還時において、なお低所得が続く住民税
非課税世帯の償還を免除することができることとしてい
ます。相談・お申し込みは、住民票のある市町村社協で受
け付けております。
　詳しくは、お問合せいただくか、福島県社会福祉協議
会のホームページをご確認ください。
【相談・お申込み先】 生活支援係　☎68-3434

※お申込みに必要な書類のご案内と相談日の調整のため、
　事前にご連絡をお願いいたします。

一時的な資金の緊急貸付に関するご案内一時的な資金の緊急貸付に関するご案内

新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で、
生活資金にお悩みの皆様へ
新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で、
生活資金にお悩みの皆様へ

田村市指定相談支援事業所田村市指定相談支援事業所

※今回掲載しましたご寄付は、令和２年４月１日から令和２年６月30日の受付分です。

佐藤モータース様

大越町赤十字奉仕団様

令和さくら会様

匿　名　２件

松 嵜 ケイ子 様
會 田 オセイ 様

望 月 隆 司 様（４月、５月、６月）

匿　名　１件

望 月 威 男 様（４月、５月、６月 ) 

光農園　遠 藤 良 一 様　（米）

大越町赤十字奉仕団  委員長  菅 野 輝 夫 様（手作りマスク）
（株）ダックス･エクセレント　早 川 勝 夫 様（手作りマスク）
（有）佐藤モータース  代表取締役  佐 藤 高 行 様
　　　　　　　　　　 （アルコールハンドジェル）
大越町有志一同  代表  菅 野 輝 夫 様（手作りマスク）

坪 井 君 子 様（手作りマスク）

令和さくら会  会長  安 瀬 昌 平 様（花苗）
吉 田 啓 一 様（マスク）

宗 像 文 子 様（手作りマスク）

1,200円
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